
（結果公表様式）

東御市シティプロモーション戦略（素案）に対する

パブリックコメントの結果について

１ 募集の概要

２ ご意見の提出状況と対応区分

※表中の提出者数は、１人で複数の意見を提出している場合があるため、実際の提出者数（３人）

と一致しません。

件 名 東御市シティプロモーション戦略（素案）に対するパブリックコメント

意見の募集期間 令和２年 11 月 16 日（月）～ 令和２年 12 月 15 日（火）

意見の受付方法 電子メール、ファックス、郵送、担当窓口へ直接

意見の周知場所 市報とうみ、市ホームページ、市役所本館、北御牧庁舎、総合福祉センター、

中央公民館、市民ラウンジ、滋野コミュニティーセンター、祢津公民館、和コ

ミュニティーセンター

結果の公表場所 市ホームページ

提 出 状 況 (1) 提出者数 ３人 (2) 提出意見数 33 件

実 施 機 関 東御市企画振興部 企画振興課 企画政策係

電話：0268-64-5893 ファックス：0268-63-5431

電子メール：kikaku@city.tomi.nagano.jp

区分 内容 提出者数 意見数

Ａ ご意見の趣旨が既に反映されているもの。 ２ ８

Ｂ ご意見を反映させるもの（または修正したもの）。 ２ 18

Ｃ ご意見を反映することはできないが、今後の参考とするもの。 ３ ５

Ｄ

ご意見を反映できないもの。

・法令等で規定されており、市として実施できないもの。

・実施主体が市以外のもの。

・市の方針に合わないもの。など

２ ２

Ｅ その他のご意見（質問、感想等）。

計 33



反映
区分

1

東御市シティプロモーション戦略の作成にあ
たっては、感染対策を見据えた観点が必要と
考えるが、反映されているとは見えない。
「Ⅵアクションプラン」「（４）関係人材や
イベント等の機会を活用した情報拡散」にお
ける「スポーツツーリズム」「地域間交流の
推進」「首都圏でのワイン会開催」「都市農
村交流による関係人口の拡大」「在・訪日外
国人を対象にした情報の発信」「民泊・体験
型ツーリズムによる実体験環境の充実」等に
ついてコロナ危機を見据えた見直しが必要で
ある。

・頂いたご意見を参考に、新型コロナ感染症
に係る記述を追記いたします。また、アク
ションプランの実施にあたっては、新型コロ
ナ感染症拡大防止の観点から、直接の訪問で
はなくオンラインイベントへ切り替える等、
実施手法の検討を行ってまいります。

Ｂ

パブリックコメント募集における技術的課
題について
１）白黒版（配布用）とカラー版（閲覧用）
について
・調査結果の図表などevidence表示はほとん
ど判読できない。グラフ中より引き出し数値
表示などの改善を求めたい。作成途中で白黒
版において判読できるか確認をした後素案の
提案を求めたい。

・今後のパブリックコメント実施時の参考と
させて頂きます。

Ｃ

２）資料編参照ページ表記について
・素案記載は何を根拠に記載しているのか、
出典の提示を求めたい。

・ご指摘のとおり適宜出典を追記させて頂き
ます。 Ｂ

・「東御市持つイメージについての質問」
「自然豊かな田園のまち」の「イメージを持
つ方が全体の72.8％と圧倒的に多かった」と
いうがevidence資料編提示を求めたい。

・ご指摘のとおりアンケートの結果データを
戦略本体及び資料編に掲示いたします。

Ｂ

３）資料編参照ページ表記について
①evidenceの項目整理と項目提示について
・「東御市観光マーケティング調査等業務委
託報告書」は「１地域ブランド調査結果」の
抜粋（p31～p46）、「首都圏Webアンケート
調査結果データ」は「２首都圏Webアンケー
ト調査結果」（p47～61）である。「2020シ
ティプロモーション調査結果」【市外向け調
査概要】（P62～70）、同【市内向け調査概
要】（Ｐ71～79）。P30に「３　2020シティ
プロモーション調査結果」を記載するべきで
ある。

・ご指摘を踏まえ項目を整理させて頂きま
す。

Ｂ

②2020シティプロモーション調査質問票につ
いて
・2020シティプロモーション調査の集計結果
の掲載を求めたい。また、「市外向け」「市
内向け」で質問が異なると思うが、質問票の
添付は必須である。もしくは問の集計結果の
掲載は必要である。

・2020シティプロモーションアンケート調査
結果（クロス集計表）を資料編に追加掲載さ
せて頂きます。

Ｂ

４）調査対象数及び調査期間、比較対象資料
等について
・地域ブランド調査は調査期間が記載されて
いない。

・地域ブランド調査の調査期間を追記しまし
た。

Ｂ

３　ご意見の内容と市の考え方について

番号 意見の内容・要旨 市の考え方

2



反映
区分

番号 意見の内容・要旨 市の考え方

・2020シティプロモーションアンケート調査
市外向け調査は155人、市内向け調査265人で
あり、回答者数からの％評価は“ゆらぎ”が
大きく論評するには躊躇する。

・今回のアンケートにおいては２重投票を完
全に排除することはできないため、あくまで
参考となりますが、調査対象の母集団を
30,000人（≒東御市人口）とした場合の、市
内回答者265人のアンケート結果は、信頼水
準95％・許容誤差６％（100回中95回は許容
誤差±6％に収束）、信頼水準90％・許容誤
差５％のものとなりますので、戦略の参考と
するにあたり一定の信頼度があるものと考え
ます。

Ａ

・比較対象する2019地方創生若年層アンケー
ト調査を資料添付するべき。

・2019地方創生若年層アンケート調査のうち
比較対象とした設問項目結果を資料編に追記
しました。

Ｂ

3

「現状分析」「東御市の地域特性の強み」
におけるSWOT分析について
・クロス分析を行いアクションプランの取組
に参考とするとパブリックコメントの結果に
あったが形跡が見られない。クロス分析でな
いため恣意性が拭えない。また、個別ブラン
ドの抽出ができず、地域ブランドが浮かび上
がってこない。そこから技法としてのプロ
モーション戦略にとどまっていると考えられ
る。この点はシティプロモーション戦略の展
開・基本方針に見られる抽象性や恣意性に関
わる。

・頂いたご意見を参考に、クロスSWOT分析結
果を資料編に追加いたします。

Ｂ

個別ブランドについて
・素案には相互作用による相乗効果をもたら
す地域ブランドに至る個別ブランドが明示さ
れていない。推進会議を構成する部門から個
別ブランドの明示（評価Check）を求めた
い。

・頂いたご意見を参考に、市が有していると
考えられる個別ブランドを戦略に掲載いたし
ます。また、進捗管理・調整を行う組織（シ
ティプロモーション推進会議等）を新たに定
めることから、推進会議において個別ブラン
ドの評価・新たな掘り起こしにも取り組んで
まいります。

Ｂ

・「個別資源の付加価値（個別ブランド）の
発信メッセージではありませんが」と「移
住・定住施策の取組において発信してきた
メッセージ」（P11）とは（このキャッチコ
ピーを使いたいという）恣意性を明らかにし
ていると考える。アンケート結果は対案を示
さない信認投票と考える。個別ブランドに関
わる市民との協働による地域ブランドの創出
でなければ本当の支持とは言えない。東御市
は都市なのか、農村なのか（city promotion
なのかcountry life promotionであるか）ブ
ランドメッセージは何か、第１戦略積極的攻
勢から創出すべき。

・これまで移住・定住施策の取組において発
信してきたメッセージが、地域ブランドメッ
セージとして共感頂けるかをアンケートで改
めて調査させて頂いたものです。戦略に掲載
のとおりアンケートでは一定の共感を得てい
るという結果がでましたので、同ブランド
メッセージを活用していきたいと考えます。 Ｄ

5

地域ブランドメッセージ及びシティプロ
モーション戦略の展開について
・本来は市民との協働で生み出されるシティ
プロモーション戦略素案でなければ真髄は込
められないのだが、このため「地域資源のス
トーリーを「魅せる」情報発信」は技術的な
展開にならざるを得ないのではないか。「シ
ビックプライドの醸成」や「ブランディング
の担い手」から始めるべきだろう。「情報を
発信する仕組み」はその次である。

・アクションプランに掲げる「市民協働によ
る地域の魅力発掘事業」により「シビックプ
ライドの醸成」・「ブランディングの担い
手」に取り組んでまいります。

Ａ

4



反映
区分

番号 意見の内容・要旨 市の考え方

アクションプランについて
１）“オールとうみ”による個別ブランド発
信と地域ブランドの創出
 ・「市民協働による地域の魅力発掘事業」
によって個別ブランドラインナップ整列が出
発点では。ラインナップの整列・構成によっ
て地域ブランドが浮上する。推進会議による
個別ブランドの明示（評価Check）を求めた
い。

・番号4の回答と同様に、頂いたご意見を参
考に、市が有していると考えられる個別ブラ
ンドを戦略に掲載するとともに、「市民協働
による地域の魅力発掘事業」により、個別ブ
ランドラインナップの新たな掘り起こしにも
取り組んでまいります。 Ｂ

２）ブランドメッセージの活用
・個別ブランドから地域ブランドを導く情報
発信を行う。手段は市報でありホームペー
ジ、テレビ、ラジオ、ポータルサイト、ＳＮ
Ｓ等である。ロゴマーク、ノベルティグッズ
の創出及び活用は戦術的な課題である。

・頂いたご意見を参考に、地域ブランドを導
く情報発信に取り組んでまいります。

Ｂ

３）ECサイト、ふるさとチョイス、楽天ふる
さと納税、ふるなび、さとふる
・シティプロモーションは戦略である。ECサ
イト等は戦術である。この点は必要経費によ
るＫＰＩ評価指標の提示を求めたい。

・頂いたご意見を参考に、ＥＣサイトのアウ
トカム指標として「公式オンラインショップ
による販売額」を追加します。 Ｂ

４）スポーツ誘客及び移住・定住、関係人口
について
・湯の丸ファンクラブ、スポーツツーリズム
は市民協働に疑問を呈したい。

・頂いたご意見を参考に、湯の丸高原だけで
はなく市全体の地域資源を活用し、市民協働
で市の魅力を伝えられるものとなるようアク
ションプランの取組を見直しました。

Ｂ

・移住・定住に課題が残されたことから関係
人口概念が持ち出されていることからＰＤＣ
Ａ評価に基づく取り組みのＫＰＩ評価指標の
提示を求めたい。

・アウトカム指標として「人口の社会増減
数」を掲げており、移住・定住に係る課題へ
のＫＰＩ評価指標となっているものと考えま
す。

Ａ

・地域間交流、都市と農村交流、民泊・体験
は従来のままである。新型コロナウイルス危
機対策を考慮しない事業は点検し直しが必要
である。GoTo政策と感染症対策について方針
を示さないことはできない。

・番号１の回答と同様に、新型コロナ感染症
に係る記述を追記いたします。また、新型コ
ロナ感染症に対する政策は感染拡大の状況に
応じ変化することを踏まえ、国の動向にも注
視しつつ事業実施の検討を行ってまいりま
す。

Ｂ

５）市民まちづくり会議について
「３・“オールとうみ”による情報発信」
「事業①まち育ての担い手を増やす「市民ま
ちづくり会議」による共同」に「公（行
政）・共（団体・法人）・私（市民）がシ
ティプロモーション推進の担い手となって
「オール東御」の地域力で“まち”を発信す
る協働体をつくります」と記載がある。市民
まちづくり会議の目的をこのように決定する
ことが必要となる。あるいは目的が定まって
いない組織の事業への記載を行うべきではな
い。

・今後の参考とさせていただきます。

Ｃ

市民とともにつくり上げた計画でなければ、
東御市シティプロモーション戦略は市民に理
解されないだろう。市民や審議会等と素案作
成における協働過程を示すべきである。すな
わち審議会等の経過やタイムスケジュールを
資料として添付するべきである。

・頂いたご意見を参考に、戦略内にまちづく
り審議会の経過等を掲載いたします。また詳
細な策定経緯につきましては市のＨＰ上にま
とめ掲載いたします。 Ｃ

東御市シティプロモーション戦略（素案）を
「人づくり」「地域づくり」「しくみづく
り」の視座で編成することを提案したい。

・ご指摘のとおり「人づくり」「地域づく
り」「しくみづくり」は重要であり、市も同
様の認識に基づき本戦略を作成しておりま
す。

Ａ

7

6



反映
区分

番号 意見の内容・要旨 市の考え方

8

地域ブランドメッセージの字句変更につい
て
・「ほどよく、田舎。とうみ」の「とうみ」
の字句について。
「とうみ」は「東御市」にすべきと思う。あ
と「東御市」にふりがなを付けた方が受け取
り側には親切に思える。悩ましいところなの
だが、地域名を全国に知らしめるのは「東御
市」であり「とうみ」ではないことを認識す
べき。

・初めてメッセージを見た方にとっての読み
易さを重視し、ひらがな表記とさせて頂きま
した。ご指摘のとおり、「東御市」の認知度
を高めることが目的でありますので、地域ブ
ランドメッセージはそのためツールとして活
用してまいります。 Ｄ

9

駅名　「田中」を「東御」に変更できない
か。
・変更できると下のようなわかりやすい案内
板ができる。
上田　☚　東御　☛　小諸

・今後の参考とさせていただきます。

Ｃ

10

Ⅱシティプロモーション戦略の目的と位置
づけについて
・市外からの経営資源（ヒト・モノ・カネ）
⇒（ヒト・モノ・カネ＋情報）の追記を提案

・ご提案のとおり「情報」も重要な経営資源
と考えますので、戦略に追記させて頂きま
す。 Ｂ

11

Ⅴシティプロモーション戦略の効果的な展
開について
・オールとうみによる情報発信　⇒　産・
学・官＋民（個人）の追記を提案

・戦略本体の“オールとうみ”には「市民を
はじ市内企業や各種団体など多くの関係者」
との連携・協力を掲げておりますので、ご提
案頂いた内容を包括するものと考えます。

Ａ

12

Ⅵアクションプランについて
・「テレビ、ラジオコマーシャル等の各種情
報媒体を活用した広告掲載」にUCVの追加を
提案　

・戦略のアクションプランでは、ターゲット
となる層に応じ、より訴求力の高いものとな
るよう活用する広告媒体を検討していくとし
ており、UCVも検討対象の広告媒体としてお
ります。

Ａ

13

・「ふるさと納税サイトの拡充による関係人
口の創出」にふるさとスポーツ納税（ふるス
ポ）の追加を提案

・ご指摘のとおり「ふるスポ！」は既に登録
しておりますので追記いたしました。 Ｂ

14

・「SNSを活用した情報発信」について、専
門性能力の有る担当者が定期的に日々更新し
て発出することを提案。

・アクションプランでの取組内容では、効率
的な情報発信ができるよう運用の見直しを行
うことを掲げております。ご提案のとおり定
期的な情報発信が重要と考えており、情報発
信の体制整備にも取組んでまいります。

Ａ

15
・「ファンクラブ制度構築」に、「ファンク
ラブの創設が急務」の追加を提案。

・事業内容の記載について取組が急務である
ことが判るよう見直しました。 Ｂ

・①につきましては今後のアクションプラン
での取組において参考とさせて頂きます。 Ｃ

・②、③につきましては、既にアクションプ
ランに掲げておりますが、各取組が相互連携
しながらより効果的なものとなるよう取組ん
でまいります。

Ａ

17

・“オールとうみ”による情報発信の取組と
して、「歴史・文化ツーリズムで稼ぐ」（文
化・スポーツ振興課、教育委員会文化財、商
工観光課、各地域づくり（里づくり）の会・
案内人、東御市郷土史研究会・ガイド、東御
市振興公社、とうみ観光協会、とうみワイン
クラブ等との連携による「郷土の歴史・文化
＋ワイン＋歴史探訪の体験ツアー（散策／健
康促進と地元の食）」）の追加を提案

・アクションプランに体験型ツーリズムに係
る事業を掲げておりますので、別事業として
の追加は行いませんが、「郷土の歴史」の視
点が明記されておりませんでしたので、頂い
たご意見を参考に追記いたします。 Ｂ

16

・「スポーツツーリズムの推進」について
①「烏帽子岳スカイラン」等の推進
②参加者及び関係人口との関係力強化（ファ
ンクラブ創設）
③SNS等による定期的な情報発信
の追加を提案


